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県
等
か
ら
出
さ
れ
た

調
査
報
告
書
は
、
土
砂
崩

れ
の
原
因
と
し
た
大
量
の

水
の
発
生
源
を
不
明
と
し

た
が
納
得
で
き
な
い
。
公

正
な
第
三
者
検
証
委
員
会

に
つ
い
て
、
国
等
へ
の
設

置
要
請
や
、
市
独
自
で
設

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
で
き

る
限
り
の
調
査
を
し
た
と

い
う
認
識
で
あ
り
、
第
三

者
検
証
委
員
会
の
設
置
等

は
考
え
て
い
な
い
。
新
た

な
事
象
が
起
き
た
時
に
、

原
因
究
明
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　

市
民
会
館
と
市
民
体

育
セ
ン
タ
ー
及
び
避
難
所

と
な
る
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
の
男
女
比
率
は
。

　
　

小
便
器
も
含
め
た
ト

イ
レ
の
男
女
比
率
は
、
市

民
会
館
で
、
男
性
用
が
女

性
用
の
約
１
・
３
倍
、
体

育
セ
ン
タ
ー
で
約
２
・
１

倍
、
小
中
学
校
で
約
１
・

４
倍
で
あ
る
。

　
　

快
適
な
ト
イ
レ
整
備

に
向
け
、
公
共
施
設
等
に

女
性
用
ト
イ
レ
を
多
め
に

設
置
す
る
基
準
の
導
入
や

多
様
な
利
用
者
へ
の
配
慮

に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

　
　

来
年
度
、
国
が
女
性

用
ト
イ
レ
の
行
列
改
善
に

向
け
て
、
ト
イ
レ
の
設
置

数
の
統
一
基
準
を
策
定
す

る
予
定
だ
と
聞
い
て
い
る
。

こ
の
基
準
等
を
参
考
に
し
、

社
会
的
ニ
ー
ズ
や
多
様
な

利
用
者
へ
の
配
慮
等
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
市
民
が
安

心
し
て
快
適
に
利
用
で
き

る
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の

整
備
に
心
が
け
た
い
。

　
　

心
の
不
調
を
抱
え
る

人
の
相
談
窓
口
や
支
援
の

状
況
、
支
援
団
体
と
の
連

携
を
伺
う
。

　
　

精
神
疾
患
に
よ
り
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る

人
の
相
談
は
、
福
祉
課
や

福
祉
総
合
相
談
室
、
健
康

推
進
課
、
保
健
所
等
で
行

っ
て
い
る
。
支
援
団
体
と

の
連
携
は
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
に
対
し
、

相
談
支
援
専
門
員
や
福
祉

事
業
所
及
び
福
祉
課
等
と

協
力
し
て
支
援
し
て
い
る
。

　
　

心
の
不
調
を
抱
え
る

人
が
社
会
復
帰
・
就
労
支

援
を
受
け
ら
れ
る
制
度
は
。

　
　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

で
は
、
就
労
継
続
支
援
や

就
労
移
行
支
援
等
、
働
く

場
の
提
供
や
知
識
や
能
力

の
向
上
の
た
め
の
訓
練
を

行
っ
て
い
る
。
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

就
職
に
悩
ん
で
い
る
15
歳

か
ら
49
歳
ま
で
の
人
に
対

す
る
支
援
を
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
は
職
場
復
帰
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

市
職
員
へ
の
研
修
や

対
応
力
向
上
の
取
組
は
。

ま
た
、
市
民
や
企
業
へ
の

理
解
を
広
め
る
た
め
の
啓

発
活
動
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

市
職
員
に
対
し
て
は
、

令
和
６
年
の
障
害
者
差
別

解
消
法
の
改
正
に
よ
る
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る

合
理
的
配
慮
の
提
供
と
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
の
禁

止
を
周
知
し
、
関
係
団
体

等
に
対
し
て
も
適
切
な
対

応
を
す
る
よ
う
周
知
し
て

い
る
。
市
民
や
企
業
に
対

し
て
は
、
毎
年
、
広
報
に

発
達
障
害
啓
発
週
間
に
関

す
る
記
事
を
掲
載
し
て
理

解
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。 　

　

自
治
会
か
ら
の
推
薦

が
減
少
す
る
等
、
民
生
委

員
の
適
任
者
の
確
保
が
難

し
い
状
況
に
あ
る
。
市
の

関
わ
り
や
協
力
を
伺
う
。

　
　

県
が
開
催
し
た
「
民

生
委
員
担
い
手
確
保
事
業

の
市
町
村
職
員
向
け
研
修 

」
の
先
進
的
な
取
組
事
例

を
参
考
に
、
ヒ
ン
ト
を
見

出
し
、
有
効
な
施
策
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

　
　

市
の
要
綱
で
は
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
費
等
補
助
金
は
、
人
件

費
や
管
理
運
営
費
等
の
２

分
の
１
を
補
助
金
の
基
準

額
と
定
め
て
い
る
が
、
実

際
に
交
付
さ
れ
た
額
は
下

回
る
。
こ
の
差
の
解
消
を

検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

要
綱
で
は
、
対
象
経

費
の
２
分
の
１
を
基
準
に

予
算
の
範
囲
内
で
市
長
が

定
め
る
額
と
す
る
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
財
政
的

に
厳
し
い
状
況
は
認
識
し

て
お
り
、
２
分
の
１
の
額

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

患
者
に
寄
り
添
っ
た

医
療
や
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
等

が
確
実
に
実
施
さ
れ
る
た

め
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

　
　

シ
ス
テ
ム
に
て
、
よ

り
正
確
な
手
術
や
医
師
の

教
育
効
果
も
期
待
で
き
、

持
続
可
能
な
医
療
の
土
台

作
り
が
期
待
さ
れ
る
。
地

域
医
療
機
関
と
の
適
切
な

機
能
分
化
や
医
療
連
携
体

制
の
強
化
も
進
め
て
い
く
。
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昨
年
８
月
の
竹
谷
町
の

土
砂
災
害
に
つ
い
て

問答快
適
な
ト
イ
レ
の

充
実
に
つ
い
て

問答

問答

芦刈純奈
自民党市議団
・無所属の会

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る

働
く
世
代
へ
の
支
援

問答問答

問答

竹内滋泰
市政クラブ

民
生
委
員
の
役
割
と

現
状
に
つ
い
て

問答蒲
郡
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
成
長

問答

市
民
病
院
に
お
け
る
整
形
外
科

体
制
の
刷
新
と
展
望

問答

蒲郡市民病院


